
(57)【要約】

【課題】超微細鉗子を容易にかつ高精度に、しかもより

一層微細に製造できるようにする。

【解決手段】超微細鉗子１の一対の鰐口部材３,４は鉗

子ピン５で互いに相対回動可能に連結されている。一対

の鰐口部材３,４はまったく同じものであり、これらの

鰐口部材３,４には、それぞれ、一端側に所定数の歯３

ａ,４ａが形成されているとともに、他端側に連結軸３

ｂ,４ｂが設けられ、更に中央部に鉗子ピン５が貫通さ

れる貫通孔３ｃ,４ｃが穿設されている。これらの鰐口

部材３,４は、直径０.６ｍｍ以下の内視鏡８のワーキン

グチャンネル９に挿入可能とするために超微細鉗子１と

して組み立てた状態ではきわめて微細にする必要がある

。このため、鰐口部材３,４に板状部材を用いるととも

に、これらの板状部材に必要な成形は、せん断、鍛造、

穴あけ、半抜きの塑性加工で行われる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉗 子 ピ ン で 互 い に 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ て 対 象 物 を 把 持 お よ び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行
う 鰐 口 部 を 有 す る 一 対 の 鰐 口 部 材 を 備 え 、 こ れ ら の 鰐 口 部 材 に 設 け ら れ た 連 結 軸 に 遠 隔 操
作 ワ イ ヤ か ら 一 方 向 の 操 作 力 を 加 え て 一 対 の 鰐 口 部 材 を 閉 じ る こ と で 対 象 物 を 把 持 お よ び
採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 い 、 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ か ら 前 記 一 方 向 と 逆 方 向 の 操 作 力 を 加 え て
一 対 の 鰐 口 部 材 を 開 く こ と で 把 持 お よ び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 っ た 対 象 物 を 解 放 す る
超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 金 属 板 材 を 塑 性 加 工 す る こ と に よ り 前 記 鰐 口 部 材 の 鰐 口 部 を 所 定 形 状 に 成 形 す る と と も
に 前 記 鰐 口 部 材 の 連 結 軸 を 所 定 形 状 に 成 形 す る 加 工 、
　 更 に 、 塑 性 加 工 、 レ ー ザ 加 工 、 放 電 加 工 、 機 械 加 工 の い ず れ か １ つ に よ り ， 前 記 鉗 子 ピ
ン が 貫 通 す る 貫 通 孔 を 成 形 す る 加 工 、
　 更 に 、 前 記 鰐 口 部 の 加 工 、 前 記 連 結 軸 の 加 工 、 お よ び 前 記 貫 通 孔 の 加 工 で 発 生 し た バ リ
を 除 去 す る 加 工 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 鰐 口 部 の 所 定 形 状 は 所 定 数 の 歯 の 形 状 で あ り 、 こ れ ら の 歯 を 等 間 隔 ま た は 不 等 間 隔
で 配 列 す る と と も に 、 前 記 歯 の 断 面 形 状 を 台 形 ま た は 三 角 形 に 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 鰐 口 部 の 所 定 形 状 と し て 、 所 定 数 の 歯 を 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
２ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 鰐 口 部 の 歯 形 成 面 の 中 央 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 凹 部 を 成 形 し 、 前 記 歯 を 鰐 口 部 の
両 側 縁 部 に 沿 っ て 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 で 製 造 さ れ た 前 記 鰐 口 部 材
と 、 前 記 超 微 細 鉗 子 の 前 記 鰐 口 部 材 以 外 の 他 の 構 成 部 材 で 別 に 製 造 さ れ た 構 成 部 材 と を 用
い て 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル 内 で 対 象 物 を 把 持 す る 機 能 お よ び 採 取 す る 機 能 の 少
な く と も １ つ の 機 能 を 有 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ０ .６ ｍ ｍ 以 下 の 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に 挿 入 可 能 に 製 造 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ １ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し ， 対 象 物 を 的 確 に 把 持 し た り 、 あ る
い は 対 象 物 を 採 取 し た り す る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 の 技 術 分 野 に 関 す る も の あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 人 体 の 内 部 に 挿 入 さ れ て こ の 人 体 内 部 を 検 視 す る た め に 内 視 鏡 が 用 い ら れ て い る
。 ま た 、 こ の 内 視 鏡 に は 超 微 細 鉗 子 が 備 え ら れ て お り 、 こ の 超 微 細 鉗 子 は 内 視 鏡 の 細 い 可
撓 性 の 管 状 体 か ら な る ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 、 遠 隔 操 作 に よ り 人 体 内 部 の 対
象 物 を 把 持 ， ま た は 採 取 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ １ は 、 こ の よ う な 従 来 の 超 微 細 鉗 子 の 先 端 部 分 で あ る 鰐 口 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ２
は 図 １ １ に 示 す 鰐 口 を 有 す る 超 微 細 鉗 子 を 内 視 鏡 に 用 い ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 超 微 細 鉗 子 １ は 、 そ の 先 端 部 に 設 け ら れ る 鰐 口 ２ で 対 象 物 を 把 持
す る も の で あ る 。 こ の 超 微 細 鉗 子 １ は 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 備 え て お り 、 こ れ ら の 鰐 口
部 材 ３ ,４ に は 、 そ れ ぞ れ 、 鉗 子 ピ ン ５ に 関 し 一 側 に 鋸 歯 状 の 所 定 数 の 歯 ３ ａ ,４ ａ が 互 い
に 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 鉗 子 ピ ン ５ に 関 し 他 側 に だ ぼ か ら な る 連 結 軸
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３ ｂ ,４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 鉗 子 ピ ン ５ で 互 い に 相 対 回
動 可 能 に 、 つ ま り 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 歯 ３ ａ ,４ ａ が 当 接 す る 閉 じ た 状 態 （ 不 図 示 ） と 歯 ３ ａ
,４ ａ が 離 間 す る 開 い た 状 態 （ 図 １ １ に 示 す 状 態 ） と の 間 で 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
そ の 場 合 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 歯 ３ ａ ,４ ａ の 部 分 が 対 象 物 の 把 持 作 用 を 行 う 作 用 点 部 を 構 成
し 、 ま た 鉗 子 ピ ン ５ が 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 回 動 中 心 と な る 支 点 部 を 構 成 し 、 更 に 連 結 軸 ３ ｂ ,
４ ｂ が 力 を 加 え ら れ る 力 点 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 こ の 超 微 細 鉗 子 １ は 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ に そ れ ぞ
れ 連 結 板 ６ ,７ が 連 結 さ れ る と と も に 、 こ れ ら の 連 結 板 ６ ,７ が そ れ ぞ れ 図 示 し な い 遠 隔 操
作 ワ イ ヤ に 連 結 さ れ て い る 。 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ は 、 内 視 鏡 ８ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ と こ
の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 取 り 付 け ら れ て 鰐 口 ２ を 支 持 す る ス リ ー ブ １ ０ と に 挿 通 さ れ
て い る 。 な お 、 図 １ ２ 中 、 １ １ ,１ ２ は そ れ ぞ れ 内 視 鏡 ８ の レ ン ズ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 超 微 細 鉗 子 １ に お い て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 内 視 鏡 ８ が 人 体 内 部 に 挿 入 さ
れ る と き 、 一 緒 に 人 体 内 部 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ８ で 見 な が ら 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ を
引 き 操 作 し て 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 閉 じ る こ と で 、 そ れ ぞ れ の 歯 ３ ａ ,４ ａ の 間 に 対 象 物 が 挟 持
さ れ て 把 持 あ る い は 採 取 さ れ る 。 ま た 、 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ を 押 し 操 作 し て 鰐 口 部 材 ３ ,４ を
開 く こ と で 、 挟 持 さ れ た 対 象 物 が 解 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 超 微 細 鉗 子 １ に は 、 微 細 な 対 象 物 の 把 持 あ る い は 採 取 が 確 実 に 行 わ れ る よ う
に す る こ と が 求 め ら れ る 。 特 に 、 超 微 細 鉗 子 １ は 医 療 に 用 い ら れ る 場 合 が 多 い が 、 医 療 に
用 い ら れ る 場 合 に は 人 体 内 部 に 挿 入 さ れ た 超 微 細 鉗 子 １ に よ り 、 人 体 内 部 で か つ 遠 隔 操 作
で 所 定 の 作 業 が 行 わ れ る よ う に な る た め 、 安 全 で か つ 確 実 な 動 作 が 行 わ れ る よ う に す る こ
と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 超 微 細 鉗 子 １ は 内 視 鏡 ８ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 用 い ら れ る 関 係 で ， 鉗
子 １ の 大 き さ は ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ の 大 き さ に 規 定 さ れ る た め 、 用 い る 部 位 に よ り 適
当 な 大 き さ の 鉗 子 １ が 選 択 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 超 微 細 鉗 子 １ に お い て は 、 多 く の 場 合 ， 鰐 口 ２ は 主 に 丸 棒 状 素 材 を 切
削 す る 方 法 で 製 造 さ れ て い る 。 し か し 、 超 微 細 鉗 子 １ が き わ め て 微 細 で あ り 、 し か も 超 微
細 鉗 子 １ の 鰐 口 部 材 ３ ,４ が 歯 ３ ａ ,４ ａ 、 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ お よ び 孔 等 の 凹 凸 部 を 有 し て
比 較 的 複 雑 な 形 状 を 呈 し て い る こ と か ら 、 丸 棒 状 素 材 の 切 削 加 工 方 法 で は 、 加 工 に 長 時 間
を 必 要 と す る た め 生 産 性 が 低 い ば か り で な く 、 歩 留 ま り が 悪 く ， 更 に 熟 練 を 要 す る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 近 年 の 高 度 医 療 に 対 応 す べ く 内 視 鏡 自 体 の 細 径 化 が 進 め ら れ て い る こ と か ら 、 鉗
子 １ の 微 細 化 も 進 め ら れ て お り 、 現 在 で は 、 直 径 １ .２ ｍ ｍ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に
適 用 可 能 な 鉗 子 １ が 開 発 さ れ て い る 。 し か し 、 更 な る 高 度 医 療 に 対 応 す る た め に 、 よ り 微
細 な 部 分 の 対 象 物 の 把 持 や 採 取 が で き る よ う に 鰐 口 ２ を 成 形 し た 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 が
求 め ら れ る 。 こ の た め 、 鰐 口 ２ を 前 述 の 丸 棒 状 素 材 の 切 削 加 工 に よ り 加 工 し よ う と す る と
、 鰐 口 ２ の 切 削 加 工 方 法 で は 前 述 の 問 題 が あ る た め 、 よ り 微 細 な 部 分 の 対 象 物 の た め の 超
微 細 鉗 子 の 製 造 が 難 し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 丸 棒 状 素 材 を プ レ ス に よ り 塑 性 加 工 す る こ と で 、 鰐 口 ２ の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 製
造 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 の 超 微
細 鉗 子 の 製 造 方 法 は 、 前 述 の よ う な 複 雑 な 形 状 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 塑 性 加 工 に よ り 製 造 す
る の で 、 品 質 と コ ス ト と の バ ラ ン ス に お い て 優 れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ８ ４ ７ ３ ４ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 歯 ３ ａ ,４ ａ が 形 成 さ れ る 部 分 は 、 対 象 物 を 確 実 に 把 持 す る
た め に 平 面 に す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法
で は 、 丸 棒 状 素 材 か ら 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 製 造 し て い る こ と か ら 、 丸 棒 状 素 材 を 弦 方 向 に 切
断 す る こ と で 平 面 を 形 成 し な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 製 造 工 数 が 多 い と い う 問 題 が あ
る 。 し か も 、 超 微 細 鉗 子 １ が き わ め て 微 細 で あ る こ と か ら 、 丸 棒 状 素 材 も 微 細 で あ る た め
、 こ の よ う な 弦 方 向 の 切 断 加 工 は 難 し く 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 容 易 に か つ 高 精 度 に 製 造 す る
こ と が 難 し い ば か り で な く 、 超 微 細 鉗 子 １ の 微 細 化 に も 限 度 が あ る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 超 微 細 鉗 子 を
容 易 に か つ 高 精 度 に 、 し か も よ り 一 層 微 細 に 製 造 す る こ と の で き る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 鉗 子 ピ ン で 互 い に 開 閉 可 能 に 連 結 さ
れ て 対 象 物 を 把 持 お よ び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 う 鰐 口 部 を 有 す る 一 対 の 鰐 口 部 材 を 備
え 、 こ れ ら の 鰐 口 部 材 に 設 け ら れ た 連 結 軸 に 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ か ら 一 方 向 の 操 作 力 を 加 え て
一 対 の 鰐 口 部 材 を 閉 じ る こ と で 対 象 物 を 把 持 お よ び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 い 、 遠 隔 操
作 ワ イ ヤ か ら 前 記 一 方 向 と 逆 方 向 の 操 作 力 を 加 え て 一 対 の 鰐 口 部 材 を 開 く こ と で 把 持 お よ
び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 っ た 対 象 物 を 解 放 す る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 金 属 板 材 を 塑 性 加 工 す る こ と に よ り 前 記 鰐 口 部 材 の 鰐 口 部 を 所 定 形 状 に 成 形 す る と と も
に 前 記 鰐 口 部 材 の 連 結 軸 を 所 定 形 状 に 成 形 す る 加 工 、 更 に 、 塑 性 加 工 、 レ ー ザ 加 工 、 放 電
加 工 、 機 械 加 工 の い ず れ か １ つ に よ り ， 前 記 鉗 子 ピ ン が 貫 通 す る 貫 通 孔 を 成 形 す る 加 工 、
更 に 、 前 記 鰐 口 部 の 加 工 、 前 記 連 結 軸 の 加 工 、 お よ び 前 記 貫 通 孔 の 加 工 で 発 生 し た バ リ を
除 去 す る 加 工 か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 鰐 口 部 の 所 定 形 状 が 所 定 数 の 歯 の 形 状 で あ り 、 こ れ ら の
歯 を 等 間 隔 ま た は 不 等 間 隔 で 配 列 す る と と も に 、 前 記 歯 の 断 面 形 状 を 台 形 ま た は 三 角 形 に
成 形 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 更 に 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 鰐 口 部 の 所 定 形 状 と し て 、 所 定 数 の 歯 を 成 形 す る こ と を
特 徴 と し て い る 。
　 更 に 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 鰐 口 部 の 歯 形 成 面 の 中 央 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 凹 部 を
成 形 し 、 前 記 歯 を 鰐 口 部 の 両 側 縁 部 に 沿 っ て 成 形 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 記 載 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法
で 製 造 さ れ た 前 記 鰐 口 部 材 と 、 前 記 超 微 細 鉗 子 の 前 記 鰐 口 部 材 以 外 の 他 の 構 成 部 材 で 別 に
製 造 さ れ た 構 成 部 材 と を 用 い て 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル 内 で 対 象 物 を 把 持 す る 機
能 お よ び 採 取 す る 機 能 の 少 な く と も １ つ の 機 能 を 有 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と し て
い る
　 更 に 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 ０ .６ ｍ ｍ 以 下 の 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に 挿 入 可 能
に 製 造 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 金 属 板 材 を 塑 性 加 工 す
る こ と で 超 微 細 鉗 子 の 鰐 口 部 材 を 成 形 し て い る の で 、 き わ め て 微 細 な 鰐 口 部 材 を 成 形 す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 こ の 鰐 口 部 材 を 用 い て 超 微 細 鉗 子 を 容 易 に か つ 高 精 度 に 、 し
か も よ り 一 層 微 細 に 製 造 す る こ と が で き 、 製 造 さ れ た 超 微 細 鉗 子 は 直 径 ０ .６ ｍ ｍ 以 下 の
、 例 え ば ０ .３ ｍ ｍ 程 度 の 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に も 確 実 に 挿 入 す る こ と が 可 能
と な る 。 ま た 、 先 端 の 鰐 口 部 材 の 開 閉 動 作 を 正 確 に 行 う こ と が で き ， 対 象 物 を 確 実 に 把 持
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お よ び 採 取 の 少 な く と も １ つ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 超 微 細 鉗 子 を 医 療 用 鉗 子 と し て 用 い る こ と で 、 超 微 細 医 療 用 鉗 子
の 製 造 を 容 易 に で き 、 高 い 生 産 性 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 生 産 性 を 向 上 で き る こ
と か ら 、 超 微 細 鉗 子 の 高 精 度 の 鰐 口 部 材 を 安 定 的 に 供 給 で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 の 一 例 で 製 造 さ れ る 超 微 細 鉗
子 を 示 し 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 閉 じ た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は 開 い た 状 態 の 正 面 図
で あ る 。 な お 、 前 述 の 従 来 と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 す こ と で 、 そ の 詳 細 な 説 明 は
省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ は 、 前 述 の 従 来 と 同 様 に
一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 備 え て お り 、 こ れ ら の 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 鉗 子 ピ ン ５ で 互 い に 相 対 回
動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 互 い に ま っ た く 同 じ も の で あ り 、 図 ２
（ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に こ れ ら の 鰐 口 部 材 ３ ,４ に は 、 そ れ ぞ れ 、 一 端 側 に 長 手
方 向 に 等 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 鋸 歯 状 の 所 定 数 の 歯 ３ ａ ,４ ａ か ら な る 鰐 口 部 が 形 成 さ
れ て い る と と も に 、 他 端 側 に 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ が 設 け ら れ 、 更 に 中 央 部 に 鉗 子 ピ ン ５ が 貫
通 さ れ る 貫 通 孔 ３ ｃ ,４ ｃ が 穿 設 さ れ て い る 。 所 定 数 の 歯 ３ ａ ,４ ａ は 、 い ず れ も 横 断 面 形
状 が 台 形 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ら の 歯 ３ ａ ,４ ａ 横 断 面 形 状 は 、 い ず れ も 台 形 に
限 定 さ れ る こ と は な く 、 例 え ば 三 角 形 状 等 、 対 象 物 を 確 実 に 把 持 お よ び 採 取 の 少 な く と も
１ つ を 行 う こ と が で き る も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 形 状 に 形 成 す る こ と も で き る 。 ま た 、
所 定 数 の 歯 ３ ａ ,４ ａ の 間 隔 も 等 間 隔 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 不 等 間 隔 に 配 置 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら の 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 、 直 径 ０ .６ ｍ ｍ 以 下 の 、 例 え ば ０ .３ ｍ ｍ 程 度 の 内 視 鏡 ８ の
ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 挿 入 可 能 と す る た め に 超 微 細 鉗 子 １ と し て 組 み 立 て た 状 態 で は
き わ め て 微 細 に す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ に 板 状 部 材 を 用 い る と と も に
、 こ れ ら の 板 状 部 材 に 必 要 な 成 形 は 、 せ ん 断 、 鍛 造 、 穴 あ け 、 半 抜 き の 塑 性 加 工 で 行 わ れ
る 。 な お 、 こ れ ら の 加 工 順 序 は 特 定 し な く 、 任 意 で あ る 。 そ し て 、 例 え ば 、 順 送 り 型 を 用
い た プ レ ス 加 工 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に ま た 、 鉗 子 ピ ン ５ は 、 軸 部 ５ ａ と 、 軸 部 ５ ａ の 一 端 に 形 成 さ れ
た 頭 部 ５ ｂ と 、 軸 部 ５ ａ の 他 端 部 に 設 け ら れ た 係 止 溝 部 ５ ｃ と か ら な っ て い る 。 鉗 子 ピ ン
５ の 係 止 溝 部 ５ ｃ に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 環 状 の 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ ー ト １ ３ が 嵌 合 係 止 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 鉗 子 ピ ン ５ は 確 実 な 操 作 が 行 わ れ る よ う に す る た め 、 十 分 な 強 度
、 寸 法 精 度 が 必 要 で あ り 、 切 削 加 工 ま た は 転 造 で 製 造 さ れ る 。 ま た 、 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ ー
ト １ ３ は エ ッ チ ン グ ま た は せ ん 断 加 工 で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ に は そ れ ぞ れ 連 結 板 ６ ,７ の 一 端 部 が 相 対 回 動 可 能 に
連 結 さ れ る と と も に 、 こ れ ら の 連 結 板 ６ ,７ の 他 端 部 が と も に 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ に 連 結
板 ピ ン １ ５ で 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 各 連 結 板 ６ ,７ は ま っ た く 同 じ も の で あ り 、 図
４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に こ れ ら の 連 結 板 ６ ,７ に は 、 そ れ ぞ れ 、 一 端 側 に 連 結
軸 ３ ｂ ,４ ｂ が 貫 通 さ れ る 連 結 孔 ６ ａ ,７ ａ が 穿 設 さ れ て い る と と も に 、 他 端 側 に 連 結 板 ピ
ン １ ５ が 貫 通 さ れ る 連 結 孔 ６ ｂ ,７ ｂ が 穿 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 連 結 孔 ６ ａ ,７ ａ ;６ ｂ ,
７ ｂ は 、 い ず れ も 円 滑 な 操 作 が 可 能 な よ う に 成 形 さ れ る 必 要 が あ る た め 、 打 抜 き 加 工 ま た
は エ ッ チ ン グ 加 工 で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ と 連 結 板 ６ ,７ と に よ り リ ン ク 機 構 が 構 成 さ れ て お り 、 こ の リ ン
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ク 機 構 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 鰐 口 部 材 ３ の 歯 ３ ａ と 鰐 口 部 材 ４ の 歯 ４ ａ と が 当 接 す
る 閉 じ た 状 態 と 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 鰐 口 部 材 ３ の 歯 ３ ａ と 鰐 口 部 材 ４ の 歯 ４ ａ と が
離 間 す る 開 い た 状 態 と の 間 で 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 開 閉 す る 開 閉 機 構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ は 断 面 円 形 状 の 可 撓 性 材 で
形 成 さ れ て お り 、 そ の 一 端 部 に は 互 い に 平 行 な 一 対 の 平 坦 面 １ ４ ａ ,１ ４ ｂ が 形 成 さ れ て
い る と と も に 、 連 結 板 ピ ン １ ５ が 貫 通 さ れ る 連 結 孔 １ ４ ｃ が こ れ ら の 平 坦 面 １ ４ ａ ,１ ４
ｂ の 部 分 を 貫 通 し て 穿 設 さ れ て い る 。
　 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ の 連 結 板 ６ と の 連 結 部 は 、 平 坦 面 １ ４ ａ ,１ ４ ｂ の 段 付 き 加 工 お よ
び 連 結 孔 １ ４ ｃ の 孔 開 け 加 工 が 必 要 で あ る が 、 段 付 き 加 工 は 鍛 造 の 塑 性 加 工 、 孔 開 け 加 工
は 打 抜 き 加 工 で そ れ ぞ れ 行 わ れ 、 あ る い は こ れ ら の 加 工 は 切 削 加 工 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に ま た 、 連 結 板 ピ ン １ ５ は 鉗 子 ピ ン ５ と ほ ぼ 同 じ 形 状 を 有 し て お
り 、 軸 部 １ ５ ａ と 、 軸 部 １ ５ ａ の 一 端 に 形 成 さ れ た 頭 部 １ ５ ｂ と 、 軸 部 １ ５ ａ の 他 端 部 に
設 け ら れ た 係 止 溝 部 １ ５ ｃ と か ら な っ て い る 。 連 結 板 ピ ン １ ５ の 係 止 溝 部 １ ５ ｃ に は 、 図
６ （ ｂ ） に 示 す 環 状 の 連 結 ピ ン 留 め プ レ ー ト １ ６ が 嵌 合 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 連 結 板 ピ ン １ ５ は 確 実 な 操 作 が 行 わ れ る よ う に す る た め に 、 十 分 な 強 度 お よ び 寸 法 精 度
が 必 要 で あ り 、 切 削 加 工 ま た は 転 造 で 製 造 さ れ る 。 ま た 、 連 結 板 ピ ン 留 め プ レ ー ト １ ６ は
エ ッ チ ン グ ま た は せ ん 断 加 工 で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 図 １ ２ に 示 す ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 取 り 付 け ら れ た ス リ ー
ブ １ ０ に 鉗 子 ピ ン ５ で 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ １ ０ は 筒
状 部 材 １ ０ ａ か ら な り 、 こ の 筒 状 部 材 １ ０ ａ の 一 端 か ら 突 出 し か つ 互 い に 対 向 す る 一 対 の
支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ を 有 し て い る 。 各 支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ の 先 端 部 に は 、 そ れ
ぞ れ 鉗 子 ピ ン ５ が 貫 通 さ れ る 貫 通 孔 １ ０ ｄ ,１ ０ ｅ が 穿 設 さ れ て い る 。
　 ス リ ー ブ １ ０ は リ ン ク 機 構 を 形 成 す る た め の も の で あ る と と も に ， 超 微 細 鉗 子 １ 全 体 を
構 成 す る 外 筒 で あ る 。 各 支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ お よ び 各 貫 通 孔 １ ０ ｄ ,１ ０ ｅ は せ ん 断
に よ る 塑 性 加 工 、 ワ イ ヤ ー 放 電 加 工 、 ま た は エ ッ チ ン グ に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ 、 鉗 子 ピ ン ５ 、 連 結 板 ６ ,７ 、 ス リ ー ブ １ ０ 、 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ ー
ト １ ３ 、 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ 、 連 結 板 ピ ン １ ５ 、 連 結 板 ピ ン 留 め プ レ ー ト １ ６ は 、 安 全 性
が 確 保 さ れ る と と も に 、 正 確 か つ 確 実 な 動 作 が 行 わ れ る よ う に す る た め に 、 い ず れ も 、 そ
れ ら の 成 形 寸 法 と 許 容 誤 差 の 設 定 を 厳 し く す る 必 要 が あ る と と も に 、 成 形 各 部 の バ リ が 生
じ る こ と が な い よ う に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 一 対 の 連 結 板 ６ ,７ の 一 端 側 の 連 結 孔 ６ ａ ,７ ａ を 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 連 結
軸 ３ ｂ ,４ ｂ に そ れ ぞ れ に 嵌 合 さ せ て 、 こ れ ら の の 連 結 板 ６ ,７ を 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ に
回 動 可 能 に 連 結 す る 。 ま た 、 図 １ ２ に 示 す 従 来 例 と 同 様 に 内 視 鏡 ８ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ
ル ９ と こ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 取 り 付 け ら れ た ス リ ー ブ １ ０ と に 挿 通 さ れ た 遠 隔 操
作 ワ イ ヤ １ ４ の 一 対 の 平 坦 面 １ ４ ａ ,１ ４ ｂ に 、 一 対 の 連 結 板 ６ ,７ の 他 端 側 を あ て が い 、
連 結 板 ６ ,７ の 連 結 孔 ６ ｂ ,７ ｂ と 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ の 連 結 孔 １ ４ ｃ と を 合 致 さ せ た 状 態
で 連 結 板 ピ ン １ ５ を こ れ ら の 連 結 孔 ６ ｂ ,７ ｂ ,１ ４ ｃ に 貫 通 さ せ る と と も に 、 連 結 板 留 め
プ レ ー ト １ ６ を 係 止 溝 部 １ ５ ｃ に 嵌 合 係 止 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 一 対 の 連 結 板 ６ ,７ が 遠
隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を そ れ ら の 貫 通 孔 ３ ｃ ,４ ｃ が 合 致 す る よ う に し て ス リ ー ブ
１ ０ の 一 対 の 支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ の 間 に 配 置 し 、 こ の 状 態 で 、 鉗 子 ピ ン ５ を ス リ ー
ブ １ ０ の 一 方 の 貫 通 孔 １ ０ ｄ に 貫 通 さ せ る と と も に 、 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 貫 通 孔 ３ ｃ ,
４ ｃ に 貫 通 さ せ 、 更 に ス リ ー ブ １ ０ の 他 方 の 貫 通 孔 １ ０ ｅ に 貫 通 さ せ 、 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ
ー ト １ ３ を 係 止 溝 部 ５ ｃ に 嵌 合 係 止 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ が ス リ ー
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ブ １ ０ の 一 対 の 支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 一 対 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ が 支 持 ア ー ム １ ０ ｂ ,１ ０ ｃ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る と
と も に 、 連 結 板 ６ ,７ を 介 し て 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ に 連 結 さ れ た 状 態 で は 、 鰐 口 部 材 ３ ,４
の 歯 ３ ａ ,４ ａ の 部 分 に よ り 対 象 物 の 把 持 作 用 を 行 う 作 用 点 部 が 構 成 さ れ 、 ま た 鉗 子 ピ ン
５ に よ り 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 回 動 中 心 と な る 支 点 部 が 構 成 さ れ 、 更 に 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ に よ り
遠 隔 操 作 ワ イ ヤ １ ４ か ら 操 作 力 を 加 え ら れ る 力 点 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 金 属 板 材 を 塑 性 加 工 す る こ と で 超 微 細 鉗 子
１ の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 成 形 し て い る の で 、 き わ め て 微 細 な 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 成 形 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 こ の 鰐 口 部 材 ３ ,４ を 用 い て 超 微 細 鉗 子 １ を 容 易 に か つ 高 精 度 に 、
し か も よ り 一 層 微 細 に 製 造 す る こ と が で き 、 製 造 さ れ た 超 微 細 鉗 子 １ は 直 径 ０ .６ ｍ ｍ 以
下 の 、 例 え ば ０ .３ ｍ ｍ 程 度 の 内 視 鏡 ８ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に も 確 実 に 挿 入 す る こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 先 端 の 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 開 閉 動 作 を 正 確 に 行 う こ と が で き ， 対 象
物 を 確 実 に 把 持 お よ び ／ ま た は 採 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 こ の 例 の 製 造 方 法 で 製 造 さ れ た 超 微 細 鉗 子 １ を 医 療 用 鉗 子 と し て 用 い る こ
と で 、 超 微 細 医 療 用 鉗 子 の 製 造 を 容 易 に で き 、 高 い 生 産 性 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う
に 生 産 性 を 向 上 で き る こ と か ら 、 超 微 細 鉗 子 １ の 高 精 度 の 鰐 口 部 材 を 安 定 的 に 供 給 で き る
よ う に な る 。
　 こ の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ の 製 造 方 法 の 他 の 構 成 お よ び 他 の 作 用 効 果 は 、 前 述 の 従 来 の 製 造
方 法 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 製 作 実 験 ）
　 本 発 明 の 塑 性 加 工 に よ る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に よ り ， 内 視 鏡 ８ の 直 径 ０ .６ ｍ ｍ の ワ
ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 挿 入 で き る 超 微 細 医 療 用 鉗 子 １ を 製 作 し た 。 材 料 は す べ て ス テ ン
レ ス 鋼 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 板 状 部 材 で あ る 。
　 ま ず 鰐 口 部 材 ３ ,４ は 、 厚 み ０ .３ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 板 材 を 素 材 と し 、 こ の ス テ ン レ ス 板
材 の 加 工 と し て １ ４ 工 程 の 順 送 り 金 型 加 工 と し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 基 本 的 に は 歯 ３ ａ ,４ ａ は せ ん 断 、 連 結 軸 ３ ｂ ,４ ｂ を 構 成 す る だ ぼ は 半 抜 き 、 貫 通 孔 ３
ｃ ,４ ｃ は 穴 抜 き 、 段 付 き 部 は 鍛 造 、 外 周 は せ ん 断 の 各 加 工 を 用 い た 。 発 生 し た バ リ は 砥
粒 中 の 研 磨 で 除 去 し た 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ う し て 製 造 さ れ た 鰐 口 部 材 ３ ,４ は ０ .３ ｍ
ｍ 程 度 の 幅 を 有 し 、 歯 部 ３ ａ ,４ ａ を 始 め 、 他 の 部 分 に つ い て も す べ て 満 足 で き る き わ め
て 微 細 な 鰐 口 部 材 ３ ,４ が 得 ら れ た 。
　 そ の 他 の 部 品 に つ い て は 、 塑 性 加 工 を 中 心 に 多 様 な 加 工 法 を 駆 使 し て 製 造 し た 。 そ し て
す べ て の 加 工 が 塑 性 加 工 で 可 能 な こ と ， 総 合 的 に 塑 性 加 工 が 優 れ て い る こ と が 確 認 さ れ た
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ う し て 製 造 さ れ た 各 部 品 を 組 み 立 て る こ と で 、 図 ９ に 示 す よ う に 内 視 鏡 の 直 径 ０ .６
ｍ ｍ の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル ９ に 挿 入 可 能 な 超 微 細 鉗 子 １ を 完 成 さ せ た 。 完 成 し た 超 微 細
鉗 子 １ は 、 そ の 幅 が 比 較 の た め 撮 影 し た ０ .３ ｍ ｍ の シ ャ ー プ ペ ン の 芯 と ほ ぼ 同 じ ０ .３ ｍ
ｍ 程 度 で あ る と と も に 、 こ の 超 微 細 鉗 子 １ の 機 能 に つ い て も 開 閉 が 確 実 に 行 わ れ て 満 足 す
べ き 結 果 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 に 係 る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 の 一 例 で 製 造 さ れ る 超 微 細
鉗 子 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 前 述 の 例 と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 す こ
と で 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ は 、 図 １ な い し 図 ７ に 示 す 前 述 の 例 の 超 微
細 鉗 子 １ に お い て 、 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 歯 ３ ａ ,４ ａ 形 成 面 側 の 中 央 部 に 長 手 方 向 に 延 び る 凹
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部 ３ ｄ ,４ ｄ が 形 成 さ れ て い て 、 歯 ３ ａ ,４ ａ が 鰐 口 部 材 ３ ,４ の 両 側 縁 部 に 沿 っ て 設 け ら
れ て い る 。 こ の よ う に 凹 部 ３ ｄ ,４ ｄ が 形 成 さ れ る こ と で 、 両 側 縁 部 に 沿 っ て 設 け ら れ た
歯 ３ ａ ,４ ａ に よ っ て 対 象 物 を よ り 確 実 に 把 持 お よ び ／ ま た は 採 取 で き る よ う に な る 。 こ
の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ の 他 の 構 成 は 図 １ な い し 図 ７ に 示 す 前 述 の 例 と 同 じ で あ る 。 ま た 、 こ
の 例 の 超 微 細 鉗 子 １ の 他 の 作 用 効 果 も 図 １ な い し 図 ７ に 示 す 前 述 の 例 と 実 質 的 に 同 じ で あ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し ， 対 象 物 を
的 確 に 把 持 し た り 、 お よ び ／ ま た は 、 対 象 物 を 採 取 し た り す る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に 利
用 で き 、 特 に 医 療 用 の 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 の 一 例 で 製 造 さ れ る 超 微 細 鉗 子
を 示 し 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 閉 じ た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は 開 い た 状 態 の 正 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 例 の 鰐 口 部 材 を 示 し 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す 例 の 鉗 子 ピ ン を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ ー ト を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 例 の 連 結 板 を 示 し 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る IVB－ I
VB線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 例 の 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ を 示 し 、 （ ａ ） は 部 分 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に
お け る 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す 例 の 連 結 板 ピ ン を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 連 結 板 ピ ン 留 め プ レ ー ト
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 例 の ス リ ー ブ を 示 し 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 下 面 図 、 （ ｃ ） は （
ａ ） に お け る 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 製 作 実 験 で 製 造 さ れ た 鰐 口 部 材 を 写 真 で 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 製 作 実 験 で 製 造 さ れ た 超 微 細 鉗 子 を 写 真 で 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 超 微 細 鉗 子 の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 の 一 例 で 製 造 さ れ る 超 微 細 鉗
子 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 超 微 細 鉗 子 の 先 端 部 分 で あ る 鰐 口 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 す 鰐 口 を 有 す る 超 微 細 鉗 子 を 内 視 鏡 に 用 い ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ … 超 微 細 鉗 子 、 ２ … 鰐 口 、 ３ ,４ … 鰐 口 部 材 、 ３ ａ ,４ ａ … 歯 、 ３ ｂ ,４ ｂ … 連 結 軸 、 ３
ｃ ,４ ｃ … 貫 通 孔 、 ３ ｄ ,４ ｄ … 凹 部 、 ５ … 鉗 子 ピ ン 、 ６ ,７ … 連 結 板 、 ９ … ワ ー キ ン グ チ
ャ ン ネ ル 、 １ ０ … ス リ ー ブ 、 １ ３ … 鉗 子 ピ ン 留 め プ レ ー ト 、 １ ４ … 遠 隔 操 作 ワ イ ヤ 、 １ ５
… 連 結 板 ピ ン 、 １ ６ … 連 結 板 ピ ン 留 め プ レ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：轻松，高精度地制造超细镊子，并进一步精细地制造它。 
解决方案：一对超细镊子1的鳄鱼部件3和4通过镊子销5相互连接，从而
可以相对旋转。 一对鳄鱼构件3和4是完全相同的，并且这些鳄鱼构件3
和4的每一个在其一端侧上具有预定数量的齿3a和4a，并且在其另一端侧
上具有连接轴3b。 设置有图4a，图4b和图4b所示的第一实施例，并且在
中心部分钻有供钳子销5穿过的通孔3c，4c。 这些鳄鱼部件3和4在组装
为超细镊子1时需要非常细，以便可以将它们插入直径为0.6mm或更小的
内窥镜8的工作通道9中。 因此，将板状构件用于鳄鱼构件3和4，并且通
过诸如剪切，锻造，钻孔和半落料的塑性加工来进行这些板状构件的必
要成形。 [选择图]图2
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